
海氷が気象庁日本域モデルの地上風予報に及ぽす影響について
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第10図 1991年1月22日00UTCイニシャルの
CLM　RUN（第3図）において海氷域の
粗度を100分の1に　小さくした場合の
地上風の12時間予報．

（［一　：1m／s，　一　：5m／s］）

第3図と比較すると，確かに海氷域ではCLM　RUN

に比べて風は強くなっていたが，オホーツク海沿岸の

地上風向は，海から陸へ向かう風向のままで，CLM

RUNと比べて，ほとんど変化しなかった．つまり，

CLM　RUNとOBS　RUNにみられるような風向の予

報の違いは，海氷域での地表面摩擦（粗度）ではなく，

前項で述べた顕熱の影響が主たる原因であると言え
る．
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　4．まとめ

　JSMにおいて，網走沖の海氷分布を月平年分布から

実況分布に変えると，オホーツク海岸の地上風向の予

報が改善される．

　このようなモデル内の海氷分布の違いによる地上風

向の予報の変化に大きく寄与しているのは，海氷の有

無や海表面の粗度の違いによる数値実験の結果，地表

面の粗度の違いではなく，地表付近の顕熱の動きの違

いであることがわかった．
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